
※上記〔〕内の数字は平成 27 年度実績 
 

 

平成 28年度 事 業 報 告 書 
  

１．会 務 関 係 

 ⑴ 常任理事会の開催 

    理事会の委任を受けた事項（総会に提出する議案）について審議し、承認され

た。 

     第１回 平成２８年６月２０日（月）大阪府職業能力開発協会 第１会議室 

     第２回 平成２９年３月２８日（火）  〃 

 

⑵ 第４８回理事会及び第３７回通常総会の同時開催 

   平成２７年度事業報告及び収支決算並びに平成２８年度事業計画（案）及び収

支予算（案）等の議案について審議し、原案どおり承認された。 

   また、総会後会員交流会を開催し、協会推薦の前年秋及び翌春の褒章・叙勲受

章者の方の功績を称えお祝いを行った。（黄綬褒章 ３名、瑞宝単光章 ２名） 

    平成２８年６月２２日（水）大阪商工会議所 

 

⑶ 広報関係 

  ① 協会ホームページの業務案内を定期的に更新し、会員、府民に適宜、適切に情

報提供した。 

② 職業能力の開発及び向上を促進、技能検定受検者の確保・増大を図るため、パ

ンフレット、ポスター等を配布した。 

 

⑷ 会員の確保及び組織の拡大 

技能検定の説明会、受験申請時、講演会等の機会に未加入事業所に加入の働き 

   かけを行った。 

    [平成２９年３月３１日現在会員数] 

   ・事業所会員     ９７〔91〕  

・団体会員      ９９〔102〕  

・認定訓練校会員    ５  〔7〕 

・計        ２０１〔200〕 



※上記〔〕内の数字は平成 27 年度実績 
 

２．職業訓練振興事業 

⑴ 大阪府職業能力開発促進大会における会長表彰等 

① 職業訓練関係会長感謝状 

・認定職業訓練実施優良事業所  －団体〔1〕 

・団体及び職業訓練推進功労者  ３名 〔2〕 

② 技能検定関係会長表彰等 

     ・賞 状 授 与：技能検定成績優秀者  １４７名〔146〕 

     ・感謝状贈呈：技能検定推進協力者   ７６名〔108〕 

  ③ 技能競技大会関係会長表彰 

技能競技大会成績優秀者        １０名 〔7〕 

  

⑵ 認定職業訓練校修了生のうち成績優秀者に対する会長表彰  ９名 〔12〕 

 

⑶ 職業訓練技能コンクール、作品発表会等での成績優秀者に対する会長表彰 

１３名 〔11〕 

 

⑷ 各種表彰制度への推薦 

① 褒章、叙勲 

   ・褒章 「黄綬褒章」  春  ２名 〔1〕 

秋  ２名 〔1〕 

   ・叙勲 「瑞宝単光章」 春  １名 〔1〕 

秋  １名 〔1〕 

② 厚生労働大臣表彰 

・「卓越した技能者表彰『現代の名工』」  １名 〔2〕 

・「全国職業能力開発関係表彰」 

   技能検定関係団体  １団体 〔1〕 

   技能検定事業関係都道府県技能検定委員  ４名 〔4〕 

③ 大阪府知事表彰   

・「大阪府優秀技能者表彰『なにわの名工』」  ２４名〔27〕 

・「大阪府青年優秀技能者表彰『なにわの名工若葉賞』」  １３名〔15〕 

④ 中央職業能力開発協会会長表彰「全国職業能力開発関係表彰」 

   ・職業能力開発事業関係  １団体 〔1〕 

   ・職業能力開発事業関係功労者  ２名 〔1〕 

   ・技能検定事業関係都道府県技能検定委員  ４名 〔4〕 
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３ 技能検定事業関係 

⑴ 技能検定関係会議 

受検申請の受付事務、実技試験の円滑、公正な運営等を図るため、下記会議を前・

後期に２回開催した。 

① 実施事務説明会  

② 実技試験運営担当者会議 

③ 技能検定委員打合せ会 

 

⑵ 技能検定試験の実施 

職業能力開発促進法第４６条第４項の規定に基づき、大阪府知事が公示する実施

計画により実施した。 

 

期 級  別 職 種 数 作 業 数 学科試験 実技試験 

前 
 

期 

１・２級 ４５〔42〕 ７１〔74〕 ３,０４８人〔3,048〕 ３,５１５人 〔3,613〕 

３級 １５〔13〕 ２１〔18〕 ５３３人  〔444〕 ５３０人   〔488〕 

単一等級 ５ 〔5〕 ６ 〔6〕 １６２人  〔119〕 １６６人   〔132〕 

① 小計 ６５〔60〕 ９８〔98〕 ３,７４３人〔3,611〕 ４,２１１人 〔4,233〕 

後 
 
 
 

期 

特級 １９〔19〕 － ３７３人  〔362〕 １８６人   〔190〕 

１・２級 ４８〔53〕 ６５〔70〕 ２,３０３人〔2,347〕 ２,８８４人 〔2,759〕 

３級 １６〔12〕 １６〔12〕 ５２７人  〔451〕 ５２０人   〔441〕 

単一等級 ２ 〔5〕 ２ 〔5〕 ６１人  〔105〕 ７４人  〔107〕 

② 小計 ８５〔89〕 ８３〔87〕 ３,２６４人〔3,265〕 ３,６６４人 〔3,497〕 

③ 計【①+②】 １５０〔149〕 １８１〔185〕 ７,００７人〔6,876〕 ７,８７５人 〔7,730〕 

④ 基礎級（随時） ４７ 〔48〕 ６７ 〔69〕 ２,７１４人〔2,555〕 ２,４９１人 〔2,336〕 

⑤ 合計【③+④】 １９７〔197〕 ２４８〔254〕 ９,７２１人〔9,431〕 １０,３６６人〔10,066〕 

 

⑶ 工業・農業高校教員向け技術研修会（実技指導） 

熟練技能士の実技指導を通じて、教育現場で生徒の指導にあたる教員の技能検定
への理解を深めるとともに、技術・技能を向上し、もって工業、農業を学ぶ高校生
の受検促進を図ることを目的に開催した。 

 

・６職種 ７回  ５３人受講〔1職種 1回  4人受講〕 

 

⑷ １級技能検定合格者に対するフォローアップ講習 

評価対象能力の変化の大きな職種・作業の１級技能検定合格者に対し、近年の技
術革新等を踏まえたフォローアップ講習を実施した。 

 

・４職種 ４回  ５０人受講〔1職種 1回 35人受講〕 
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⑸ 技能競技大会関係事業の実施 

 

① 若年者ものづくり競技大会への参加 

職業能力開発施設、工業高等学校等において、原則として、技能を習得中の企

業等に就業していない２０歳以下の若年者が対象で、これら若年者に目標を付与

し、技能を向上させることにより若年者の就業促進を図り、併せて若年技能者の

裾野の拡大を図ることを目的として開催されるものであり、第１１回大会に次の

とおり参加した。 

・開催期間：平成２８年８月５日～８日 

・開催場所：栃木県・沖縄県 

・大阪府参加状況 

職 種 名 参加者数 
入 賞 者 数 

第１１回(平成 28年度) 第１０回(平成 27年度) 

機械製図（ＣＡＤ） — 人〔2〕  敢闘賞：１人 

電子回路組立て １人〔1〕 銀賞(第２位)：１人 敢闘賞：１人 

建築大工 １人〔2〕   

ＩＴネットワークシステム管理 １人〔0〕   

ウェブデザイン １人〔0〕 銅賞(第３位)：１人  

グラフィックデザイン ２人〔0〕   

５職種〔3〕 ６人〔5〕 

銀賞(第２位)：１人 
銅賞(第３位)：１人 

 
計：２職種 ２人 

 
 

敢闘賞：２人 
計：２職種 ２人 

 

② 技能五輪大阪府大会の実施 

技能五輪全国大会への参加選手選考のため、技能検定実技試験に併せて次のと

おり実施した。 

 

期 職  種  人 参加者数 

前 
 

期 

旋 盤（普通旋盤作業） ３人 〔3〕 

フライス盤（フライス盤作業） ２人 〔1〕 

自動車板金（打出し板金作業） １人 〔1〕 

機械組立て（機械組立仕上げ作業） ４人 〔2〕 

貴金属装身具（貴金属装身具製作作業） ２人 〔4〕 

フラワー装飾（フラワー装飾作業） ２人 〔—〕 

後 

期 

配 管（建築配管作業） １０人 〔6〕 

機械製図（機械製図ＣＡＤ作業） １人 〔—〕 

電 工 １人 〔2〕 

計 ９職種〔7〕 ２６人〔19〕 
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③ 技能五輪全国大会への参加 

国内の原則２３歳以下の青年技能者の技能のレベルを競うことにより、青年技能
者に努力目標を与えるとともに、広く一般国民に対して技能の重要性、必要性をア
ピールし、技能尊重気運の醸成を目的として開催されるものであり、第５４回大会
に次のとおり参加した。 

・開催期間 平成２８年１０月２１日～２４日 

・開催場所：山形県 

   ・大阪府選手団参加状況 

職 種 名 参加者数 
入 賞 者 数 

第５４回(平成 28年度) 第５３回(平成 27年度) 

機械組立て ８人〔7〕 
金賞(第１位)：１人 
銀賞(第２位)：１人 
敢闘賞   ：２人 

 
銅賞(第３位)：１人 
敢闘賞   ：４人 

精密機器組立て ２人〔2〕  
銅賞(第３位)：１人 
敢闘賞   ：１人 

メカトロニクス ６人(3 ﾁｰﾑ)〔6人(3 ﾁｰﾑ)〕   

旋 盤 ５人〔4〕  敢闘賞   ：１人 

フライス盤 ３人〔4〕  銀賞(第２位)：１人 

自動車板金 ２人〔2〕   

配 管 １人〔2〕   

電 工 １人〔1〕 敢闘賞   ：１人  

貴金属装身具 ３人〔2〕 
銅賞(第３位)：１人 
敢闘賞   ：１人 

 
 

フラワー装飾 ２人〔—〕   

美 容 ６人〔4〕 

金賞(第１位)：１人 
銀賞(第２位)：１人 
銅賞(第３位)：１人 
敢闘賞   ：２人 

 
 
銅賞(第３位)：２人 
敢闘賞   ：２人 

理 容 — 人〔1〕   

造 園 ４人(2 ﾁｰﾑ)〔3〕 
銀賞(第２位)：２人（１ﾁｰﾑ） 
敢闘賞   ：２人（１ﾁｰﾑ） 

 

日本料理 ２人〔2〕  敢闘賞   ：１人 

ＩＴﾈｯﾄﾜｰｸｽﾃﾑ管理 — 人〔1〕   

情報ネットワーク施工 ４人〔7〕 
銀賞(第２位)：１人 
 
敢闘賞   ：２人 

銀賞(第２位)：１人 
銅賞(第３位)：１人 
敢闘賞   ：１人 

１４職種〔15〕 ４９人〔48〕 

金賞(第１位)： ２人 
銀賞(第２位)： ５人 
銅賞(第３位)： ２人 
敢闘賞   ：１０人 

計：６職種 １９人 

 
銀賞(第２位)： ２人 
銅賞(第３位)： ５人 
敢闘賞   ：１０人 

計：７職種 １７人 

 

・選手団賞 全国技能士会連合会会長賞（特別賞） 
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④ 技能グランプリへの参加 

特級、一級、単一等級の技能士の技能の一層の向上を図り、その地位の向上に

寄与するとともに、技能の振興の気運を盛り上げることを目的として技能を競う

大会（隔年実施）であり、第２９回大会に次のとおり参加した。 

・開催期間 平成２９年２月１０日～１３日 

    ・開催場所 ツインメッセ静岡 他５会場（静岡県他） 

    ・大阪府選手団参加状況 

参加職種名 参加選手数 第 29回結果(入賞者数) 第 28回結果(入賞者数) 

紳士服製作 ２人〔2〕   

寝具 １人〔1〕 敢闘賞(1) 銀賞(1) 

石工 １人〔1〕   

プラスチック系床仕上げ ４人〔2〕 銀賞(1)・敢闘賞(2)  

カーペット系床仕上げ １人〔2〕   

壁装 ３人〔2〕 敢闘賞(1) 敢闘賞(1) 

フライス盤 －人〔1〕  銀賞(1) 

ガラス施工 １人〔1〕   

貴金属装身具 ２人〔1〕 敢闘賞(2)  

印章木口彫刻 ４人〔1〕 銀賞(1)・敢闘賞(3)  

表具 １人〔1〕   

園芸装飾 １人〔2〕 金賞【厚生労働大臣賞】(1) 
金賞【厚生労働大臣賞】(1) 

銀賞(1) 

粘着シート仕上げ広告美術 ３人〔2〕 銅賞(1)・敢闘賞(1)  

日本料理 １人〔1〕   

フラワー装飾 ４人〔3〕   

レストランサービス －人〔2〕  銀賞(1) 

造園 ４人【2組】〔-〕 銅賞(1組)  

１５職種〔16〕 ３３人【2組】〔25〕 

金賞   １人 
銀賞   ２人 

銅賞   １人・１組(2人) 
敢闘賞 １０人 
８職種 １４人・１組(2人) 

金賞  １人 
銀賞  ４人 

銅賞  — 人 
敢闘賞 １人 
５職種 ６人 

     

・選手団賞  全国技能士会連合会会長賞（特別賞） 
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４．技能審査・評価事業 

⑴ ＣＡＤトレース技能審査の実施 

    受験者数 １８７名〔294］ 

    合格者数  ７４名〔124〕 

  

⑵ コンピューターサービス技能評価試験の実施 

    受験者数 １９２名〔295］ 

    合格者数 １７８名〔265〕 

  

５．ビジネス・キャリア検定試験 

事務系職務８分野について３級～１級及び BASIC 級のレベルに体系化した実務能力

評価３９試験の大阪府試験会場業務を実施した。 

受験者数 ２，２１３名〔2,065〕  

   

６．各種講習（セミナー）事業 

 ⑴ 職業訓練指導員講習 

職業訓練に関し、指導的立場にある人を対象に、職業訓練指導員として、必要な 

指導方法等に関する講習を実施した。 

受講者数 ６１名〔52〕 

 

⑵ 普通職業訓練短期課程「管理監督者コース」 

管理監督的立場にある人を対象に、管理監督として必要な「仕事の教え方」、 

及び「人の扱い方」の基礎的な技能向上を図るため開催した。 

受講者数 

 ①一般講習       ２コース １７名〔17〕 

 ②講師派遣講習  ３社 ２コース ４０名〔86〕 

 

⑶ 新入社員基礎講座 

仕事・会社への理解を深めるとともに、自己理解を深めキャリア・ビジョンを 

描かせることを目的に開催した。 

また、半年後、希望により個別で訪問キャリア・コンサルティングを実施した。 

・受講者数    ３回 ７２名〔50〕 

   ・フォローアップ ９社 １９名〔—〕 
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７．職業訓練センター事業関係 

建設業の現場で必要な労働安全衛生法に基づく技能講習、特別教育をはじめ国家資

格受験等のための各種講座を、比較的低廉な受講料で、次のとおり開催した。 

 ⑴ 労働局登録教育 

    ガス溶接技能講習   受講者数  ３回  １６４人〔193〕 

  

⑵ 労働安全衛生法に基づく特別教育・安全衛生教育 

  ① アーク溶接特別教育  受講者数  ３回  １３７人〔127〕 

  ② 安全衛生教育 

ア 職長教育＋安全衛生責任者教育  受講者数 １４回  ６９８人〔600〕 

イ 安全衛生責任者追加教育  受講者数  ３回   ２２人 〔50〕 

③ 酸素欠乏等危険作業特別教育  受講者数    ３回   １０９人 〔82〕 

  ④ 自由研削といし取り替え作業特別教育 受講者数  １４回   ６０５人〔593〕 

  ⑤ 粉じん作業特別教育  受講者数  ３回   ９８人〔113〕 

  ⑥ 低圧電気取扱特別教育  受講者数 ２０回  ８５７人〔809〕 

 

 ⑶ 国家資格の受験講座 

  ① 電気主任技術者（第三種）       受講者数     ４６９人 

  ② 第二種電気工事士 

ア 筆記講習                         受講者数      １１３人 

イ 技能講習                         受講者数      １２０人 

③ 第一種電気工事士 

ア 筆記講習                         受講者数        ７５人 

イ 技能講習                         受講者数        ７０人 

  ④ 各種工事施工管理技士の学科・実地講習 

   ア １級・２級 土木施工管理技士      受講者数         ５２人 

   イ １級・２級 電気工事士施工管理技士 

受講者数         ２８人 

   ウ １級・２級 建築施工管理技士      受講者数         ６１人 

   エ １級・２級 管工事施工管理技士    受講者数         ２０人 

オ １級各種施工管理(実地講習)       受講者数         ８９人 

カ ２級各種施工管理(実地講習のみ)   受講者数      １２人 

受講者数計      １,１０９人〔1,123〕 

  

⑷ 普通職業訓練短期課程「シーケンス制御」 受講者数    ２２人  〔27〕 

  

⑸ 保育士受験講座 

  ① 保育士（筆記）           受講者数     ４７７人 

② 保育士（実技）           受講者数      ６８人 

受講者数計    ５４５人〔1,427〕 



※上記〔〕内の数字は平成 27 年度実績 
 

８．受託事業関係（厚生労働省） 

⑴ キャリア支援企業創出促進事業  

労働者の主体的な職業能力開発の取組みを促進するために、事業主自身による労

働者のキャリア形成を計画的かつ段階的に推進するための各種支援を行うとともに、

併せて、事業内で選任された職業能力開発推進者への支援を行うなど、労働者の主

体的なキャリア形成を支援する企業の取組を創出し、促進することにより企業内人

事育成の一層の推進を図るため、下記のとおり実施した。 

 

① 大阪職業能力開発サービスセンターの運営 利用件数 ４，８０５件〔3,307〕 

 

② 法に基づく企業内のキャリア形成支援や職業能力開発の取り組みの促進及び事

業内職業能力開発計画等に係る助言・指導、情報提供等        

助言・指導、情報提供 ２８，５３２件〔17,088〕 

キャリア支援講習   ３４人/１回〔-〕 

サークル交流会    ９人〔28〕/１回〔4〕 

 

③ 職業能力開発推進者講習（導入レベルのキャリアコンサルタンティング講習 

－２日コース－）の開催   

実施回数  ２回〔2〕 

参加者数 ３５人〔32〕 

 

④ 中小企業を主な対象としたキャリアコンサルティングサービスの提供 

   支援回数 １０１回〔144〕 

 

⑤ その他 

中央職業能力開発協会が行う連絡・調整等のもと、緊密な連携、協力体制に  

より実施した。 

 

⑵ 若年技能者人材育成支援等事業 

若者のものづくり離れ、技能離れなどがみられる中、ものづくりに関わる人材の

育成にとって厳しい環境下にあっても高度な技能の維持・向上が不可欠であり、若

者が進んで技能者を目指す環境の整備や産業の基礎となる高度な技能を有する技能

者の育成が課題となっている。 

このため、厚生労働省から受託し、若年技能者の人材育成や技能尊重気運の醸成

を図るため以下の事業を実施した。 

 

① 地域における技能振興事業 

ア 技能五輪全国大会の予選の実施 

   ３職種 参加者数１４人〔1職種 参加人数 9人〕 

※精密機械組立て(１名)、美容(７名)、造園(６名) 



※上記〔〕内の数字は平成 27 年度実績 
 

イ 技能五輪全国大会及び若年者ものづくり競技大会への参加支援の実施 

 (ｱ) 技能五輪全国大会 

６職種 選手１７人 指導者１１人〔7職種 選手 15 人 指導者 11人〕 

※配管、貴金属装身具、ﾌﾗﾜｰ装飾、美容、造園、日本料理 

            

 (ｲ) 若年者ものづくり競技大会 

５職種 選手６人 指導者５人〔3職種 選手 5人 指導者 3人〕 

※電子回路組立て、IT ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ管理、建築大工、ｳｪﾌﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ、 

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲﾝ 

 

ウ 技能五輪選手実演見学会の開催 

  ３会場 ７職種 見学者２７４人〔6職種 見学者 209人〕 

   ※【㈱クボタ】旋盤 

【(㈱きんでん】電工・情報ﾈｯﾄﾜｰｸ施工 

【パナソニック㈱】機械組立て・ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ・ﾌﾗｲｽ盤・精密機器組立て 

  

エ おおさかものづくりコレクション２０１６の開催 

参加者 約８,０００人〔約 6,000人〕 

教室数 ２１教室              受講者 約９００人 

   無料自由参加型教室             受講者 約５００人 

（モグラたたき、ネイル体験、ロボット教室 等） 

                〔教室数 22教室 受講者 1,026人〕 

 

オ 職業能力開発に係る講演会の開催 

   参加者 約７００人〔約 700人〕 

 

カ ものづくり体験教室の開催 

   ５校 受講者４３４人〔10校 受講者 496人〕 

 

キ 市民フェア等におけるものづくり体験教室の開催 

   ２ヵ所(内１ヵ所は現代の名工展、技能競技大会展・技能士展と同時開催) 

    ※・「現代の名工展」with「ものづくり体験教室」 

     ・匠の技 in東大阪 ものづくり体験教室＆製作実演・展示・販売 

   合計 参加者   約７,５００名 ２６教室 受講者 約１,１６０人  

〔２ヵ所 参加者 約２１,０００名 ２３教室 受講者 １,０００人〕 

 

ク 熟練技能者による技能講習の開催 

   １職種(ﾌﾗﾜｰ装飾) ４コース 受講者２５５人日 

  〔１職種(ﾌﾗﾜｰ装飾) ３コース 受講者２３０人日〕 

 



※上記〔〕内の数字は平成 27 年度実績 
 

ケ 技能伝承に取り組む企業の好事例発表及び意見交換会の開催 

   ２回開催 参加者１８２人（２８年度からの事業） 

    ※・大阪府職業能力開発異業種交流シンポジウム 

     ・「好事例発表及び意見交換会 -マイスター指導の活用を考える-」 

    

② ものづくりマイスター等の認定、登録に関する業務 

ア ものづくりマイスター等の開拓（「ものづくりの魅力」の動画発信） 

イ ものづくりマイスター等への説明 

ウ 申請書類の取りまとめ 

エ ものづくりマイスター等に対する研修 

認定者数 １８職種 ４２人（延べ５０職種 ２４９人) 

     〔認定者数 ２３職種 ５３人〕 

 

③ ものづくりマイスター等の活用に係る業務 

ア 若年技能者の人材育成に係る相談・援助 

イ ものづくりマイスター等の派遣による指導の実施 

対 象 者 件数 延受講者数(人日) 

企業及び業界団体 27件〔20〕 1,660人日  〔907〕 

高校以上の学校 28件〔29〕 2,044人日〔1,821〕 

職業能力開発施設 0件 〔0〕 0人日  〔0〕 

その他 0件 〔0〕 0人日  〔0〕 

計 55件〔49〕 3,704人日〔2,728〕 

 

ウ 「目指せマイスター」プロジェクトの実施 

  ・小中学校等への「ものづくりの魅力」講座等 

６校・１施設(若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ) 受講者５７９人日 

   〔１２校 受講者８８３人日〕 

 

④ 地方公共団体、経済団体等との連携会議の設置・運営 

     ２回開催 



※上記〔〕内の数字は平成 27 年度実績 
 

 

役 職 員 

 
  

（平成２９年３月３１日現在） 

区 分 常 勤 非 常 勤 計 

会 長 －  １名  １名  

副 会 長 －  ４名  ４名  

専 務 理 事 －  １名  １名  

常 務 理 事 －  －  －   

常 任 理 事 －  １５名  １５名  

理 事 －  ２６名  ２６名  

監 事 －  ３名  ３名  

事 務 局 職 員 

１４名  
１２名  
(嘱託員)  

   ３１名        ２名  

(ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ) 

     ３名  

(ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・ｻﾎﾟｰﾀｰ) 

計 １６名  ６５名  ８１名  

 

 

 

 


